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１ （仮称）篠原地区公園及び子ども体験学習施設の愛称募集について 

２ 甲斐市子ども体験学習施設の運営手法等について 

３ その他 
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開会 午前 ９時５５分 

 

○書記（深澤隼人君） ご参集、大変お疲れさまです。 

  ただいまから（仮称）篠原地区公園整備事業特別委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長より挨拶をいただきまして、委員長の進行により進めてま

いります。 

  それでは、次第の２、委員長挨拶、藤原委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（藤原正夫君） 改めまして、おはようございます。 

  本当暑い中、ご苦労さまでございます。連日ご存じのように猛暑というか、酷暑、続いて

おります。記録的な暑さということで、北海道道東では40度に迫るというふうな史上最も

類を見ない暑さということを言われていますけれども、どうぞ今日も慎重審議をお願いしま

す。暑い中ですけれども、頭の中の回転をよくしてお願いしたいと思います。 

  それでは、挨拶を終わります。 

  ただいまの出席委員は９名です。定足数に達しておりますので、これより（仮称）篠原地

区公園整備事業特別委員会を開会をいたします。 

  それでは、これより次第の３、内容に入ります。 

  １番、（仮称）篠原地区公園及び子ども体験学習施設の愛称募集について、担当より説明

をお願いをいたします。 

  中村子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） おはようございます。 

  それでは、子育て支援課から（仮称）篠原地区公園及び子ども体験学習施設の愛称募集に

ついて説明をさせていただきます。 

  資料１ページをご覧ください。 

  （１）都市公園の名称についてでありますが、次の（２）の子ども体験学習施設の名称と

併せまして、条例整備に伴って条例上の名前をつける必要がございます。直近で整備いたし

ました都市公園につきましては、玉幡公園、島上条公園、やはた公園などがございますが、

それぞれ大字に由来した名称をつけているところであります。（仮称）篠原地区公園につき
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ましても、公園の所在を分かりやすくすることを目的に大字を公園名としつつ、小さな子供

たちにも読めるよう、平仮名で「しのはら公園」としてまいりたいと考えております。 

  次に、（２）子ども体験学習施設の名称についてでございますが、体験学習施設につきま

しては、遊びや木育の体験などを通じ、子供たちの学習の場として活用していける施設を目

指していることから、条例上の名称を「子ども体験学習施設」と定めたいと考えているとこ

ろです。 

  次に、（３）一体的エリアとしての愛称についてでございますが、（仮称）篠原地区公園

及び子ども体験学習施設が広く認知され、多くの方々から愛される施設となるよう、分かり

やすく親しみを持ってもらえる愛称を広く募集したいと考えております。ドラゴンパークや

Ｋａｉ・遊・パークのように、施設を含む公園全体の愛称をつけることで、施設を中心とし

た一体的なエリアとして広く周知を図ってまいりたいと考えているところです。 

  （４）愛称募集のスケジュール案につきましては、今後令和７年10月から広報紙や市の

ウェブサイト等を活用して愛称を広く募集し、応募作品の中からまずは最終候補の数点を選

定いたします。愛称の決定につきましては、選ばれた最終候補を対象に広く投票を行いまし

て決定をしたいと考えております。愛称の募集期間につきましては、令和７年10月から１

か月程度。集計及び選考につきましては11月中に集計を行い、数点の最終候補を選定。選

定された最終候補を対象とした投票期間につきましては、ウェブ等によりまして12月頃か

ら１か月程度実施をいたします。以上の過程を経まして、令和８年２月頃には愛称を決定し

たいと考えているところであります。 

  以上、（仮称）篠原地区公園及び子ども体験学習施設の愛称募集についての説明となりま

す。審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（藤原正夫君） ここで、本日は傍聴議員がおりますので、傍聴を許可しますのでご

承知おきください。 

  それでは、説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 愛称募集についてだけれども、日程的にはこれでいいと思うんですけ

れども、あと数点というのは現時点では２も数点だし５も数点だし、そういうことがあるん

で、やっぱり冒頭、点数を５点とかそういうことを決めてやっぱり募集したほうがいいんじ
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ゃないかなと思うですが、その辺はどうですか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 数点と申し上げましたのが、応募された内容によりまして、

よい、悪いというのがありますので、あえて決めてしまうと、そこで無理やり５点なり３点

なり２点なり選ばなければいけないということになっておりまして、おおむね想定している

のが５点前後ということで想定をしておりますけれども、あえてそこで固定をせずに数点と

いうような形にして、よい作品を最終候補として選べるような想定をしたところであります。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、今の数点を決定するそのメンバーというか、それはどんな形

でやりますか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 現時点では、担当のほうで決めていきたいというふうに考

えているところです。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 担当といっても、どういう人がどうやるかという、その担当というの

は今皆さんがやっている皆さんで決めるということなのか、それとも担当といったって枠は

広いわけで、どこの誰がどういう人間が担当するかと、その辺はまだ決まっていないという

ことか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 現時点では担当ということで考えておりますけれども、投

票する前には市長決裁等までこういった内容で投票をしたいということで確認をしたいとい

うふうに考えているところです。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） だから５点を決める担当というところがちょっと分かんないんだよね。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 今後、今現在では事務局のほうで考えていたところですけ

れども、ご意見いただきましたので、もう一度精査をしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 
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○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、ここに周知方法という一番大事なところなんだけれども、ウ

ェブとかあるんだけれども、これは当然何か月か前にこういう方法で募集しますよというこ

とは広報へは載せるという段取りになっているんですか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 現時点では広報紙、ＳＮＳ、ウェブサイト、そういった

様々な媒体を活用しまして広く募集をしたいというふうに考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 広報には何月号に載せるの、これ。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 今のところ10月号に掲載をする予定で考えております。 

○委員（内藤久歳君） 以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 子ども体験学習施設という名称なんですけれども、最初説明したとき

から２階が子供で、１階は子供から大人までくつろげるスペースということであったと思う

んですけれども、この子ども体験学習施設という名前にしちゃうと、子供しか行けないんじ

ゃないかというようなイメージが強くなり過ぎると思うんですけれども、その辺のところは

どうなんでしょう。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） こちらはあくまで条例上の名前ということになりますので、

一般的には基本的には愛称を募集ということで広く誰でも楽しめるというようなことでして

いきたいというふうに考えております。施設につきましても現状で子供専用ということでは

なくて、多世代が交流できるような施設ということで計画をしておりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ご理解いただきたいなんですけれども、後で出てくるんですけれども、

この配置にしても有料施設やイベントスペース、公園のイベントスペースとの間に入ってし

まって、非常に行き来しづらいんですよね、１階のところと。その辺のところを名称から来

ているのかなと思っちゃったんですけれども、その辺ちょっと検討していただきたいなとは
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思います。 

○委員長（藤原正夫君） 要望でいいですか。 

○委員（谷口和男君） 後でいいので。 

○委員長（藤原正夫君） 山本委員。 

○委員（山本 英君） 公園の名前とかそういったものを募集と言っているんですけれども、

ネーイングライツとか、そういった考え方はないのでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） お答えいたします。 

  ネーミングライツにつきましても、今後そういった可能性についても検討は当然していき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） ネーミングの投票なんですけれども、この投票するその範囲というん

ですかね、例えば甲斐市だけの住民なのか、それとも県内に広く、それから年齢制限等があ

るのか、その辺の詳細についてちょっとお聞きします。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 投票につきましては、現時点で考えておりますのは特に制

限を設けずに広く募集したいと考えております。ネーミング募集することによって、施設の

宣伝効果というのもございますので、できるだけ多くの方に投票をしていただきたいという

ことで考えております。 

  以上です。 

○委員（清水和弘君） 分かりました。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） この募集なんですけれども、例えば保育園とか小学校、中学校に対し

てのこの募集要項というのは提出をいたしますか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 今できるだけ広くということで子供世帯に対してもかなり

多くの募集をさせていただきたいと思っておりますので、小・中学校、保育園等についても
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それぞれ様々な媒体を活用しまして広く募集をしていきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 分かりました。先ほど内藤議員の質問にありましたけれども、どうい

う人たちが選定するかということで、例えばやはたいぬ君のときもそうでしたけれども、同

じ名前というのが結構来る可能性があって、その同じ名前がたくさん来た順とかというのっ

て決めやすい。誰が決めるということではなくて、市民の方、広くその名前がいいなという

なという証拠になりますので、そういう方法も考えていらっしゃいますかね。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） たくさんいただくということは、それなりに要望があると

いうことですので、当然そういったことも考えておりまして、最終選考のほうにもそういっ

たもので、いいものだということで判断できれば当然残していきたいというふうに考えてお

ります。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 先ほど山本議員の質問のときに、ネーミングライツは今後検討すると

いうことなんですけれども、既にもう愛称を募集する日程が決まっているのに、ネーミング

ライツをやるとなったら名前というのはどういうふうになる予定なんでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） まだネーミングライツにつきましては今後の検討課題とい

うことで、これから考えていくことになるんですけれども、愛称の前にネーミングライツを

つけるというようなことを考えております。例えば甲府ですと、ヴァンフォーレおしろらん

どということで、おしろらんどが愛称、ヴァンフォーレがネーミングライツというようなこ

とですので、そういった同じような手法で今後検討をしていきたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ、委員の質疑を終わります。 
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  以上で、（仮称）篠原地区公園及び子ども体験学習施設の愛称募集についてを終わります。 

  続いて、（２）甲斐市子ども体験学習施設の運営手法等について、担当より説明をお願い

をいたします。 

  中村子育て支援課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） それでは、案件２の甲斐市子ども体験学習施設の運営手法

等についてということでご説明をさせていただきます。 

  初めに、（１）指定管理者制度の導入についてでございますが、甲斐市子ども体験学習施

設の運営手法につきましては、これまでも様々なご意見をいただいてきたところであります

が、民間事業者の運営能力や経営ノウハウを活用することで、より質と高いサービスの提供

などが期待できること、また効率的かつ効果的な運営による経費削減が図れることから、指

定管理者制度を導入してまいりたいと考えております。また、併せて公園全体と子ども体験

学習施設の一括管理によりまして、コストの削減とともに多様化するニーズに合わせたサー

ビスの提供が可能になることから、子ども体験学習施設を含めた公園全体を一体的に運営管

理できる指定管理者を募集してまいりたいと考えております。 

  次に、（２）指定管理者制度の導入のメリットにつきましては、公園全体と施設を活用、

また連携したイベント等の開催が可能になること、民間事業者のノウハウによる効率的かつ

効果的な運営により、公園や施設の魅力を最大限に発揮することが期待できること、また保

育などの専門性の高い職員の配置につきましても、効率的に他の業務への配置が可能になる

など、柔軟な雇用形態が見込めることなどが挙げられるところであります。 

  次に、（３）の料金の徴収につきましては、子ども体験学習施設の維持管理に係る指定管

理料に充てることで、市の一般財源等費用負担の削減につなげるため、施設の一部において

利用料金を徴収してまいりたいと考えております。利用料金につきましては、近隣施設及び

同類施設を参考に設定をしてまいります。 

  なお、事前審査となってしまうため、本日具体的な金額をお示しすることは控えさせてい

ただきますが、参考といたしまして、近隣施設及び同類施設の料金を次のとおり記載をいた

しました。別紙のほうに子ども体験学習施設の平面図がございますので、そちらと併せてご

覧いただきたいというふうに思っております。 

  初めに、１階と２階にわたって広がる屋内遊技体験スペース、平面図では紫色の箇所にな

りますが、このスペースについては市内の方、市外の方とも有料といたしまして、近隣自治

体との類似施設を参考に料金を設定してまいりたいと考えています。参考施設といたしまし
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ては、甲府市のおしろらんど、子供が300円、大人が200円。富士吉田市のキポキポ、市外

が子供が300円、大人が700円。また、浜松市の浜松こども館、子供が100円、大人が200円。

小山市のキッズランドおやま、子供が300円、大人が200円。各務原市のパークブリッジ、

こちらが子供が600円、大人が850円などがございまして、これらを参考にした金額に設定

してまいりたいと考えております。 

  次に、託児スペースになります。平面図のほうでは青色の箇所になりますが、気軽に短時

間子供を預けることができることを目的として、最大で３時間までの利用を想定しておりま

す。こちらも利用料金の設定を考えておりまして、参考施設としましては、本市で実施して

いるファミリーサポートセンターが利用料金が月曜日から金曜日は１時間700円、休日、年

末年始は１時間800円、ただしこれは市から１回の利用につきまして１時間200円、３時間

までの助成がありますので、実際はもう少し安くなっております。同じく保育園等の一時預

かり事業につきましては利用料金が３歳未満が１日当たり1,800円、３歳児が１日当たり

1,200円、４歳児以上が１日当たり1,000円となっております。 

  次に、体験学習施設Ａ、Ｂ、平面図では赤色で囲まれた箇所になりますが、この体験学習

施設Ａ及びＢにつきましては、指定管理者が企画運営する木工教室などの開催により、日常

的に使用されることを想定をしているため、空き時間を有効活用するための貸出し方法や利

用方法について、今後指定管理者が決まったところで協議をしていきたいと考えております。

こちらの参考施設といたしましては、中部公園セミナーハウスの研修室、午前、午後、夜間

それぞれ600円、講堂が午前、午後、夜間それぞれ2,400円、竜王北部公民館の視聴覚教室、

午前、午後、夜間それぞれ1,800円、ホール、午前、午後、夜間それぞれ2,400円がござい

まして、これらを参考にした金額に設定してまいりたいと考えております。 

  最後になりますが、（４）のスケジュールにつきまして、令和７年９月に都市公園条例及

び子ども体験学習施設条例案の議会への提出。10月に指定管理者の募集を開始。令和８年

１月に指定管理者候補者の決定。３月に指定管理者の指定の議会議決。６月議会におきまし

て指定管理費用等の補正予算の計上。10月には公園及び子ども体験学習施設の工事が完了

しまして、令和９年３月の公園及び子ども体験学習施設のオープンを予定をしているところ

であります。 

  以上が甲斐市子ども体験学習施設の運営手法等についての説明となります。ご審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤原正夫君） ご苦労さまです。 
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  説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑等がありましたらお願いをいたします。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） こちらのほう、こども家庭センター発足に伴って、この施設を利用し

ている人が簡単に子育ての相談できるような家庭センターみたいな出張所みたいになるか分

かんないですけれども、そういうのをつくってほしいという意見が結構議会からも上がって

いたと思うんですけれども、そういうのはつくらないということなんでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） お答えいたします。 

  施設の中にはファミリーサポートセンター機能を移すことを考えておりまして、そちらで

育児相談等を行うことができるものと考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） それで、託児スペースの件で、ファミリーサポートセンターとあるん

ですけれども、こちらの運営方法というのは１時間700円取ったとしても、預かる人に対し

て500円支払って、市が200円支払うのかな。だから、これを見ると利用するたびに支払う

ような形になっちゃうように思うんですけれども、これ実際面倒を見るというか、そういう

言い方はおかしいか分かんないですけれども、子供を預かる人ですね、そういう人に対する

報酬とか、その辺のところはどうなっているんでしょう。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 託児スペースにつきましては、現在指定管理者のほうで専

門的な資格を持った職員を配置をしていただきたいということでうたうようなことを考えて

おりますので、そちらのほうで預かっていただくということと、あと１回当たりの料金をそ

の都度徴収をしたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ということは、今までのファミリーサポートセンター、時間決めで預

かるとか、そういうことをやらなくなるということなんですか、ファミリーサポートセンタ

ーでは。 
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○委員長（藤原正夫君） 丸茂係長。 

○児童係長（丸茂貴幸君） ファミリーサポートセンターの機能のほうは、敷島のほうで取り

あえず残しておきながら、こちらのほうでも新たに気軽に預けることができる機能のほうを

設置したいと考えておりますので、利用者にとっては長時間ではないんですけれども、最大

の時間、それ以外の長期を預けるのであればファミリーサポートセンターを利用していただ

きたいというように考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 指定管理者、公園全体でやるということなんですけれども、この内容

を見ていると非常に専門的に分かれていると思うんですよね。託児機能を持ったところです

とか、あるいは子供が遊ぶだけのところとか、公園の整備、その辺全部やって、それとやっ

ぱり有料施設が多過ぎると思うんですよ。その辺でやっぱり考え直すほうがいいんじゃない

かと思うんですけれども、指定管理者は本当に全部できるところがあると思えないんですけ

れども。 

○委員長（藤原正夫君） 中村支援課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 以前行いましたサウンディング型市場調査におきましては、

こういったことができるということで複数の業者のほうに確認をいただいているところです。

一体的に指定管理をするというのが、それぞれ公園と施設別々にやったときにやはり連携が

うまくいかなくて、一体的に施設を使えない。例えばイベントをやるときに中と外で一体的

にやることで、よりお客様、来る市民のほうにとってすばらしい体験ができるというような

ことを提供するためには、やはり一体的な管理をしていただいて、そういった指定管理に責

任を持って運営していただくということが望ましいというふうに考えていることから、今回

一体的な指定管理を募集したいというふうに考えているところであります。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ちょっと意見ぽくなっちゃいますけれども、公園の中、あれは非常に

高木が生えていて木の管理だけでも大変だと思うんですよ。安全性を保ちながら木の手入れ

をしていくとかですね。この体験学習施設の中の人たちに関しては、保育の専門家であると

か、あるいはそういう形になっているもんですから、はっきり言って直営で業務委託ですね。

例えば公園なんかはやっぱりこの体験学習施設を運営する指定管理者には難しいと思います

んで、これは意見なんですけれども、考慮していただきたいと思います。 
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○委員長（藤原正夫君） 意見ですから要望でよろしいですか。要望ということでよろしいで

すか。一本化ということで、そうですよね。公園のほうと建物で違うということで、そんな

意味もあって検討するということで、要望ですからお願いしたいと思います。 

  そのほかございませんか。 

  山坂委員。 

○委員（山坂賢太君） すみません。指定管理者制度の導入のメリットとありますけれども、

反対にデメリットというか、これまで導入してきた経緯での改善点とか注意点等がありまし

たら教えてください。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 指定管理者制度導入のメリットにつきましては、先ほど資

料の中で幾つかお話をさせていただいたところでございます。 

  デメリットにつきましては、やはり専門的なことに対して、例えば子育て広場の運営です

とか、収益を伴わない提携業務、市が直接やるような公務員がやるような提携業務につきま

しては、直営には劣るのかなというふうには考えておりますけれども、それ以外のものにつ

いては、サービス面ですとか人材の確保、ノウハウの提供、エリアとしてのにぎわいの創出

といった運営についてはメリットがあるのかなというふうに考えております。市のやるよう

な業務、相談業務についてということで、先ほどちょっと市のほうのが得意だということは

話をしましたけれども、それについても市が指定管理業者と相談をする中でその辺は補って

いきたいというふうに考えておりますので、以上になります。すみません。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません。指定管理とこの託児についてなんですけれども、ちょっ

と答弁でよく理解できなかったんですが、託児についてはファミリーサポートセンター事業

で賄うという認識でよろしいでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） すみません。説明が少し足らずに申し訳ございませんでし

た。 

  託児とファミリーサポートセンターは別の扱いになりますので、ファミリーサポートセン

ターの機能、相談するところと預かるところは施設の中で別のところになりますので、預か

るのは預かる専門のところということで考えております。 



－14－ 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） じゃ託児はその指定管理を受けた業者さんが保育士を確保して託児を

行うということでよろしいでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） そのとおりでございます。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） では、この託児の料金については市のほうで決めるのか、指定管理業

者のほうで決めるのか、それはいかがでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 市のほうである程度決めまして、その中で指定管理と話合

いをしながら最終的には決めるということで考えております。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  あともう１点すみません。料金の徴収についてなんですけれども、聞き漏らしていたら申

し訳ないんですが、有料にするということなんですけれども、市内と市外で料金設定に差を

設けるかどうかというところはいかがでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） サウンディング調査を行ったときですけれども、市内、市

外料金の徴収で差を分けることによりまして、労力が余計にかかるというようなことで考え

ております。また、その他近隣自治体の施設も料金分けていないところというのも多くあり

ます。基本的には差をつけるほど大きな料金を取らないというようなことで、あえて費用対

効果、労力とお客様のメリットということを考えて差をつけないということでいきたいなと

いうふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） そうですね。労力という点では現場の負担というのはあるとは思うん

ですけれども、やはり収益も確保をある程度は確保しなければならないという面もあります

ので、せっかく魅力的な市外からも人を呼び込める施設というふうに目指しているところで

すので、そこは少し価格を差をつけてもいいのかな。その代わり、市内の子供たちの料金は

無料にするですとか、そういった方法もあるのではないかなと思いますので、そのあたりも
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検討していただければありがたいです。要望で大丈夫です。 

○委員長（藤原正夫君） 要望だそうです。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ指定管理を導入するに当たって、例えば甲府のおしろらんどとか、

韮崎のにらちびがあるんだけれども、当然そういうところを参考にしながらこの料金設定に

ついてもやってきたと思うんだけれども、当然調査した段階で、当然今現状運営している中

でいいところ、悪いところということが多分あると思うんだよね。その辺の他の自治体がや

っていることに関する調査研究というのは、どの程度やってきたんですか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 昨年まで各施設に現地調査等行っておりまして、それぞれ

のよいところ、悪いところというのを把握して、この内容にまとめたものということで考え

ております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、今回これをやるに当たって調査した結果、他の自治体でうま

くいってないということに関して、それはやる中でそういうところは具体的にこういうとこ

ろが他の市町村でやったら駄目だったから、うちはこういうことやらないとか、そういった

部分については結論づけできたことはあるか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 近隣の施設のほうは見に行ったりですとか、あと県外のほ

うも見に行ったりとかいたしまして、いろいろいいところ、悪いところという把握をしたと

いうことでして、あとこの今回甲斐市に造る施設が大分他の施設よりも大きい。例えばおし

ろらんどですと594平米で、韮崎のにらちびだと541平米、中央市のしん☆ちびだと523平米、

甲斐市の屋内遊戯スペースは909平米ということで、一概に同じ比較ということはできない

んですけれども、やはりこの料金の面ですとか、運営の先ほど申し上げた料金を徴収する、

徴収しないのコストの面、あとは安全面の確保の人員配置ですとか、そういったところは参

考にして組み上げたものとなっております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、先ほどのサウンディングを業者選定に当たってやったという
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ことで、指定管理導入するという結論づけしたと思うんだけれども、サウンディングに参加

した業者は県内に限ってなのか、それとも全国的な規模の中で募集をしたのか、その辺はど

んな流れですか。 

○委員長（藤原正夫君） 丸茂係長。 

○児童係長（丸茂貴幸君） サウンディングについては、市内外、県内外を問わず募集をかけ

まして、およそ15社ぐらいからサウンディング調査のほうを行ったことであります。また、

視察のほうも、ここに書かれている先ほどご説明しましたところにも視察を行ったりしたも

ので、およそ先ほど言ったように規模の大小ございますけれども、そういったところをちょ

っと参考にした料金設定のほうを今度選ばせていただいたという経緯でございます。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 先ほどの説明で、事前審査になるということなんだけれども、一応そ

うはいっても指定管理者の選定から一番基本になる料金設定というものをやらないと、指定

管理者だって自分たちの収入に入ってくるわけだから、それで応募するに当たってそういう

ものが明確にならなければ応募もしてこないと思うんだよね。だから、今ここに挙げている

ことに関して日程的にいつまでに一番基本になる料金設定の決定というか、確定はいつ頃ま

でにやるのかなと、そういう見通しはどんな具合になっていますか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） スケジュールのほうで先ほど説明していただきましたけれ

ども、条例の制定が９月議会となっておりますので、その時点で料金についてはある程度お

示しできるかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員（内藤久歳君） 第３回、今定例会ということだよね。今定例会だよね。じゃもうすぐ

とすぐの話じゃん。そうなんだ。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ファミサポの相談機能をこちらにも持ってくるということなんですけ

れども、すみません、ファミリーサポートセンター事業で相談を受けてくださる職員の方の

資格というのは何になりますか。 
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○委員長（藤原正夫君） ちょっと時間かかるか。 

  じゃちょっと休憩します。 

 

休憩 午前１０時３２分 

 

再開 午前１０時３３分 

 

○委員長（藤原正夫君） 会議を再開します。 

  中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 申し訳ございません。後ほどまた回答させていただきたい

と思います。 

○委員長（藤原正夫君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） じゃ調べてよろしくお願いします。 

  １点ちょっと要望といいますか、第２回定例会で一般質問をさせていただきましたときに、

発達に不安を抱えるお子さんやその家族が相談を気軽に、子供も行きやすい場所で相談がで

きるようにというような趣旨の質問をいたしました。その際には、篠原地区公園でもそうい

った相談を受けられるように検討していくというご答弁でしたので、そうなると本当に幅広

い知識ですとか、適切なところにつなぐ、どこにつなぐのかというような知識も必要になっ

てくるかと思います。ファミサポの職員の方たちが非常に丁寧に子供たちを見てくださって

いるのは知っておりますが、そういったところにも継続的にその職員の方が安心して働ける

ような研修ですとか、そういったこともよろしくお願いいたします。 

○委員長（藤原正夫君） 要望でよろしいですか。いいですか。 

  ほかにございますか。 

  山本英委員。 

○委員（山本 英君） 駐車場のことでちょっと聞きたいんですけれども、駐車場が多分車が

61台ぐらい止められる、ちょっと前の資料を見て言っているんですけれども、これ十分足

りる量なんでしょうか。もし足りない場合はどこかの例えば甲斐市の市のここのところの駐

車場を貸し出すとか、そういったことも考えているでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山係長。 

○建設整備係長（秋山裕介君） 篠原地区公園の駐車場につきましては、北区画が10台、西
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区画で27台、南区画で61台で計106台を用意しております。まず足りなくなった場合は市役

所の駐車場等を今検討しております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 山本委員。 

○委員（山本 英君） 南区画で61台ですか、すみません、資料がちょっと31となっていた

ので、これまたじゃ前のあれでちょっと変わっているんですか。それ僕が前聞いていなかっ

たのかもしれないんですけれども、バスとかも入れれば何か書いてあるんですけれども、駐

車場、南で31、西で27、北で10と書いてあるんですけれども。 

○委員長（藤原正夫君） 変わっているかどうかということですか。 

  秋山係長。 

○建設整備係長（秋山裕介君） 当時の今の設計の前のときは、畑を南区画につくる予定だっ

たんですけれども、そのときは駐車場は南区画で31台の予定でした。 

○委員長（藤原正夫君） じゃ変わっていない…… 

  秋山係長。 

○建設整備係長（秋山裕介君） その当初のときより今図面が変わっておりまして、今回は南

区画で61台となっております。 

○委員長（藤原正夫君） 山本委員。 

○委員（山本 英君） すみません、その図面はここに載ってきたんでしょうか。すみません、

僕もちょっと見たらこれしか出なかったので。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山係長。 

○建設整備係長（秋山裕介君） その当時の図面が令和５年の11月の特別委員会のときの資

料でございます。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  マイク入って…… 

  山本委員。 

○委員（山本 英君） 例えば、じゃここでイベントとかそういったイベントで使ったりする

ときは、例えばこういったところの駐車場も貸し出したりとか、そういったことを考えては

いるのでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山係長。 
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○建設整備係長（秋山裕介君） そのとおりで、イベントを行う際はこの南区画の駐車場等を

使用していただきます。もし足りない場合はこの市役所の駐車場を今検討しています。 

○委員長（藤原正夫君） マイク入れて。 

  山本委員。 

○委員（山本 英君） じゃ令和５年11月の６日以降の図面がここにもまた入っているとい

うことでいいんでしょうか。タブレット。 

○委員長（藤原正夫君） 久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） 図面でいいますと、令和６年、本年度の４月22日のフォル

ダーを見ていただくと、別紙１ということで計画平面図がございまして、そこには南区画が

全て駐車場になっている平面がございます。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） マイク入れて。 

  山本委員。 

○委員（山本 英君） 分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません、１点だけちょっと確認なんですけれども、先ほど指定管

理の件で、公園の維持管理、清掃とか修繕とか、イベントも一括して、あとファミリーサポ

ートも先ほど指定管理のほうで一括してやるということなんですけれども、こちらの保育の

専門性の高い職員の配置というところなんですけれども、これって職員ということは市の職

員なのか、その指定管理のほうで当てるのか、ちょっとその辺を確認させてください。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） お答えいたします。 

  指定管理のほうで保育士等を雇用をしていただくということで考えております。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしゅうございますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今回これを進めるに当たって、予算的な部分において令和７年度につ

いては一応全部計上してあるという認識でいいのか、それとも補正なんか対応するものが出



－20－ 

てくるのか、その辺のところはどうなっていますか。 

○委員長（藤原正夫君） 中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 今回この子育て支援施設の指定管理に係る分につきまして

は、今年度については計上はしておりません。来年の６月に指定管理が決まったところで、

その内容等を精査した中で準備費用として計上する予定であります。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、今年度指定管理者を決定するわけですよね、今年度中に。

そして、ということは、運営が来年だから債務負担行為が発生するよね、指定管理決まれば。

そうすると、運営が来年度からだから、来年度予算の中で債務負担行為は発生するという認

識でいいですか。 

○委員長（藤原正夫君） 募集だけだから、実際に業務をしていないから。 

  中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） 今年につきましては債務負担行為は発生せず、業務が来年

以降始まりますので、来年以降の予算で計上するという形になります。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ委員の質疑を終了します。 

  傍聴議員……失礼しました。中村課長。 

○子育て支援課長（中村大輔君） すみません、先ほどのファミサポの職員についてというこ

とで説明をさせていただきたいと思います。 

  私の説明がちょっと間違っておりまして、子育て広場というのを施設につくるんですけれ

ども、ファミリーサポートセンターの相談機能を子育て広場で行うということになりまして、

そこの子育て広場で雇う職員につきましては、子育てに関する知識、経験を有する者という

ことで、利用者支援専門員という方がおりますので、そういった資格を持った方にお願いを、

指定管理のほうでそういう方を雇っていただいて運営をしていただくということになります。 

  以上です。 

○委員長（藤原正夫君） 説明ありがとうございました。 
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  ちょっと説明がありまして、またこれ附属して何か委員のほうから意見ございますか。 

  後先になっているようですけれども、大変難しい、ちょっとあれがあるとは思いますけれ

ども、一括しての指定管理ということで、市のほうも財政面を考慮しながら考えているそう

ですけれども、時間もあることですから、よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ、以上で委員の質疑を終了します。 

  ここで傍聴議員の意見を伺います。 

  何かございますか。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） 失礼しました。元に戻ります。 

  よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ委員の質疑を終わります。 

  以上で甲斐市子ども体験学習施設の運営手法に等についてを終わります。 

  次に、（３）その他に入ります。 

  都市計画課よりその他がありますので、説明をお願いをいたします。 

  久保都市計画課長。 

○都市計画課長（久保欽一君） それでは、都市計画課からその他として、令和６年度に実施

をいたしましたふるさと納税を活用したクラウドファンディングの結果についてご報告をさ

せていただきます。 

  昨年の12月13日から２つのふるさと納税サイトにて募集を行ったところ、寄附総額、寄

附金の総額ですが、8,875万4,000円となりました。このうち、事業費へ充当できる金額に

つきましては、返礼品事務費などの経費を差し引きまして4,704万円が充当可能となりまし

たので、ご報告をさせていただきます。 

  なお、今年度につきましてもクラウドファンディングを実施しまして、財源の確保に努め

てまいります。 

  以上で都市計画課からの報告を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（藤原正夫君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたらお願いをいたします。 

  よろしいですか。今のことについてよろしいですか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければ質疑を終了します。 

  引き続き、次第の４、その他を行います。 

  委員より、特別委員会関係でその他何かありましたらお願いをいたします。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） いよいよスケジュールも決まってきたわけですけれども、現状は建設

が進んでいる敷地内の建物の基礎工事、これは現状スムーズに進んでいるかどうか、予定ど

おりでしょうか。その辺だけお聞きしたいと思います。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山係長。 

○建設整備係長（秋山裕介君） 現在建築工事を進めておりますけれども、工程どおり進んで

おります。 

○委員長（藤原正夫君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） どうもありがとうございます。 

  じゃもう１点お願いいたします。 

  現在、県道の整備が進んでいますけれども、まだまだいろいろ見ていて進んでいる中でち

ょっと私が気になるのは、県道とそれから中央保育所のほうに入るササキさんの神社のとこ

ろの道路の取付けについてですけれども、ここのところはちょっと斜めで非常に危険な状態

になっています。今朝方も私実はちょっとそのこと気になりまして、その通りを南側から入

ってきましたら、ちょうど玄関口に１台軽トラ、軽自動車が事故を起こしていまして、未確

認、どんな状況かというのを確認済まさずに来ましたけれども、非常に斜めになっていて危

険なんですけれども、現状県道の取扱いはどんなふうになっていますでしょうか。 

○委員長（藤原正夫君） 秋山係長。 

○建設整備係長（秋山裕介君） お答えいたします。 

  現在、当該箇所につきましては、山梨県中北建設事務所にて舗装工事は発注されておりま

して、先日、当該箇所の白部分につきましては、山梨県の担当者と現地立会いを行い、施工

方法につきましてはちょっと検討するという回答をいただいております。 

  以上となります。 

○委員長（藤原正夫君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） 補修工事については発注がされているということでしょうけれども、

一番私が気になるのは、夏が過ぎて秋、それから冬場になりますと、凍結という問題が起き
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てきますから、そのこと、あれだけの傾斜を直すのは相当技術的には難しいとは思いますけ

れども、あの傾斜の中で凍結とかそういったことがちゃんと考慮されながら改善されると一

番いいかなと思っていますので、十分その辺のことも県のほうと中北ですか、話合いをして

しっかりしたものにしてもらいたいなと要望しておきます。 

○委員長（藤原正夫君） 要望、よろしいですか。じゃしっかり要望をしておいてください。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（藤原正夫君） なければその他を終わります。 

  以上をもちまして本日の日程は全て終了しました。 

  これをもちまして（仮称）篠原区公園整備事業特別委員会を閉会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１０時５０分 

 

 


